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昌
二
郎
は
大
学
を
繰
り
上
げ
で
卒
業
し
ま
し
た
。

　
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
20
年
、
昌
二
郎
は
12
月
に
無
事
復
員

を
果
た
し
、
研
究
を
再
開
し
ま
す
。
戦
後
す
ぐ
の
混
乱
期
で

蘭
学
史
研
究
が
盛
ん
で
な
い
中
、
昌
二
郎
は
、
宇
田
川
家
や

箕
作
家
の
功
績
を
世
に
広
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

各
地
の
研
究
者
た
ち
に
呼
び
か
け
、
昭
和
21
年
に
津
山
で
学

術
学
会
「
日
本
蘭
学
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
の
発
足
を

記
念
し
て
開
か
れ
た
の
が
「
蘭
学
祭
」
で
し
た
。

　
の
ち
に
、
蘭
学
史
研
究
の
中
核
と
な
る
蘭
学
資
料
研
究
会

の
創
設
（
昭
和
29
年
）
よ
り
も
早
く
、
津
山
で
開
催
さ
れ
た

蘭
学
祭
は
、
研
究
史
上
に
大
き
な
意
義
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
蘭
学
祭
の
翌

年
、
昌
二
郎
は
、

将
来
を
期
待
さ

れ
な
が
ら
、
わ

ず
か
27
歳
で
病

気
の
た
め
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
ち
ょ

う
ど
昌
二
郎
の

生
誕
１
０
０
年

の
年
で
す
。

　
彼
の
業
績
に

思
い
を
馳は

せ
て

み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
昭
和
21
年
、
戦
後

間
も
な
い
津
山
で

「
蘭ら

ん

学
祭
」
と
い
う

大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
３
日
間
に
わ
た

り
、
蘭
学
（
洋
学
）

に
つ
い
て
の
講
演
会

や
『
解
体
新
書
』
な

ど
の
資
料
の
展
示
、
蘭
学
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
の
上
演
が
行

わ
れ
、
関
東
や
九
州
の
大
学
教
授
な
ど
、
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
会
を
主
導
し
た
の
が
、
水

田
昌し

ょ
う

二じ

郎ろ
う

と
い
う
、
当
時
わ
ず
か
26
歳
の
青
年
で
し
た
。

　
昌
二
郎
は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
、
備
中
玉
島
（
現

在
の
倉
敷
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
県
立
岡
山
第
二
中
学
校

（
現
在
の
県
立
岡
山
操
山
高
校
）
を
経
て
上
智
大
学
予
科
に

入
学
し
、
太
平
洋
戦
争
下
の
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
同

大
学
の
本
科
（
史
学
科
）
に
進
み
、
宇
田
川
家
や
箕み

作つ
く
り

家
を

は
じ
め
と
し
た
津
山
の
洋
学
者
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。

同
じ
年
に
は
津
山
商
工
会
館
（
山
下
）
で
「
宇
箕
両
家
の
遺

跡
」
と
い
う
講
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
戦
況
が
厳
し
く
な
り
、
翌
（
昭
和
19
）
年
に
、

学
徒
動
員
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
戦
地
へ
赴
く
際
に
残
し
て

い
た
論
文
の
下
書
き
を
姉
が
清
書
し
、
大
学
に
提
出
し
て
、

※施設の開館状況は事前にお確かめください

津
山
で
開
催
さ
れ
た
「
蘭
学
祭
」
と

津
山
の
洋
学
史
研
究
の
先
駆
者
水
田
昌
二
郎

問
津
山
洋
学
資
料
館
（
西
新
町
）
☎
23
－
３
３
２
４ 蘭学祭で上演された「若き日の宇田川玄真」

水田昌二郎


